
令和７年度岡山県立真庭高等学校 第３回学校運営協議会（議事録） 

 

１．日 時  令和８年２月１７日（火）１４：３０～１６：００ 

２．場 所  会議室 

３．概 要 

  開会 

（１）校長挨拶 

   ・学校からの報告 

教育活動報告（１１月～２月） 

（２）会長挨拶 

 

  協議 

  （１）学校自己評価アンケート集計結果・分析について 

   〇藤井教頭より、資料 10ページの集計結果について説明。肯定的回答が８割を下回ってい

るところに色を付け、７割を下回っているところには、さらに濃い色を付けてわかりやす

くしている。 

・10ページ下のレーダーチャート＝生徒・保護者・教職員の回答を比較 

令和５年度との比較をしても、今年度は相違が少なくなってきている。 

・11ページ以降＝項目ごとの過年度との比較推移グラフ 

生徒はどの項目も過去より改善されてきている。12ページＱ１６の今一番力を入れてい

る地域と連携した教育活動も年々改善を続けており、９８％の生徒が肯定的な回答をして

いる。Ｑ１７は今年度よりスタートした取り組みとなっている。13ページからは教職員お

回答となり、まだまだという思いが強い厳しい評価となっている。Ｑ４は、学習環境が落

ち着いているかの項目で、昨年度は低下したが今年度は回復している。今後も推移を見て

いくべき項目である。Ｑ１１Ｑ１２は、低い数値で課題である。部活動についても年々回

復しているが、さらに検討をしていく必要がある。14ページＱ１６Ｑ１８は教職員で１０

０％となっているが、生徒ではそこまで達していないので検討の必要がある。15ページＱ

３０は令和４年５年と比べても大きく改善している。生徒保護者においても、９割を超え

ている。全体を通して評価は向上しており、学校全体は良い方向に向かっている。地域連

携、国際交流、情報発信、体験的学び等は良い評価がかえってきているので、今後も継続

して力を入れていきたい、一方で生活面の指導や部活動のところで課題があるので今後の

教育活動でしっかりと取り組んでいきたい。 

   〇平澤委員より：情報発信の項目で教職員が１００％、生徒保護者はそうでない。ここに

課題が見える。学校はやっているが、まわりには届いていない。誰にどう届けるかという

観点を改善していくことが必要である。来年度以降は、どう伝えていくのか検討していた

だきたい。 

    

（２）令和７年度具体的な学校経営目標・計画（最終評価）について 

   〇大場主幹教諭より、資料 6～７ページを説明。 



・専攻科の最終評価Ｃは、国家試験に向けた模試の結果が目標に達していないため。ただ、

本日の自己採点の結果は全員まずまずだったと聞いている。国家試験の結果が出ていない

ので、現時点では模試の結果からＣとしている。本校の目標である、地域での活動や学習、

生徒が主体的に取組むなどの項目は、各分掌とも目標を達成できているとして 13項目中８

項目がＡ評価となっている。最終評価案については、今回の協議会で委員のみなさんから

意見をいただき最終評価をしていただきたいと依頼。 

   〇杉会長より：専攻科のＣ項目について、もう少し説明をしてもらいたい。 

〇中川看護科長より説明 

今年度の専攻科２年生は、国家試験に対する意識向上に少し時間がかかり、模試の結果

が例年より低いかったため評価Ｃとしている。最終的には、今日の自己採点で目標ライン

は全員超えているという報告を受けている。 

〇杉会長より：今の話を受けて評価Ｂでもよいのではと思った。 

〇竹崎委員より：国家試験を考えた模試の結果だけを見ると数値化されるので、評価Ｃに

なるかもしれないが、その後の学生の意欲の向上を見ると、成長が見られたとして評価Ｂ

でもよいのではないかと思う。 

〇杉会長より：意見を総合して評価Ｂとする。 

〇浅野秀委員より：１００％の評価については、当然Ａとなるので、来年度以降達成目標

の数値をあげていけばよいと助言。 

〇杉会長より：１００％、Ａ評価の項目については来年度評価基準をさらに見直してほし

いと助言。 

 

  グループ協議 

  テーマ「各学科・学校全体の魅力発信と教育活動の充実について」 

「学校経営の重点目標に向けた学校運営・教育環境の改善について」 

  〇３つのグループに分かれて、委員と教員が協議。 

 

  Ａグループ 

  出席者：（委員）松原、浅野晃、長尾、竹内、（事務局）藤島、福島、佐古 

① 真庭高校の壁について 

  ・看護科の頑張りを地元に向けて発信を場が少ない。 

② 学校全体の魅力について 

  ・生徒自身が授業での取り組みを動画にして掲載する。 

 

  Ｂグループ 

  出席者：（委員）杉、浅野秀、平澤、（替）大場（事務局）大橋、若田 

① 学校全体の魅力発信について 

・世代にあわせてアピールをする。若い世代はＳＮＳで、年配の世代は折込チラシの方が見

てもらえる。両世代ともＱＲコードは使える。看護科のアピールが必要である。 

② 教育活動の充実について 



  ・資料 18～19ページの学校の活動が多すぎる。もう、活動を増やすよりは、各科ごとに柱を

決め、行事等の精選を行う時期にきている。 

 

  Ｃグループ 

  出席者：（委員）竹﨑、道満、片岡、（事務局）藤田、中川、川嶋 

① 学校全体の魅力発信について 

  ・魅力を発信するためには、ＳＮＳとリアルが大切である。ＳＮＳは、高校生がインフルエ

ンサーになって発信するのがよい。大人が作った情報と生徒が作った情報は鮮度が違う。

ターゲットを中学生や小学生にするなら、生徒が生徒に向かって情報を発信するのがよい。

その場合、セキュリティの問題等リスクがあるから、教員が近い距離にいてチェック体制

を整える。アイデアは学生から求め、楽しそうということが伝わるのがよい。楽しそうだ

けで終わるのではなく、リアルな体験をするのがよい。本校でのジョブフェアでは、本校

の卒業生が高校生に説明をしており、よく伝達されていた。この地域だからできるという

環境を大事にして学習環境を整え、そこに行けば何か楽しいことができる。その楽しいを

高校生が実際に発信すると、アクションにつながりやすい。 

 

  まとめ 

  ・各グループより協議内容を発表。 

 

  連絡事項 

  ・今回の議事録送付とＨＰへの掲載 

 

  閉会 

  （１）副会長挨拶 

 

 


